































































































日系の AEON Quill City Mall を訪ねてみた。
３　マレーシアイスラム開発局
４　伊勢丹は４店舗あるが、食品売り場を備えているのは、LOT10と KLCC の２点のみである。JETRO クアラルンプー
ル『マレーシアにおける日本食市場の概況と新たな流れ』2018年 p.28.


























































































































































































































































































MUI は公認していない。INDONESIA HALAL DIRECTORY 2018-2019 p.68.













トでは、やはり PORK は MEAT と離れて売
られている。（写真12）
　それにしても、AEON がここに立地した理
由がよくわからない。ここへの進出理由をぜひ、
同社幹部に問いただしてみたい。
　８月30日（金）いよいよ、帰国の日である。
午前中はホテルで出張中のデータ等の整理をし
てのんびり過ごし、午後はホテル周辺を散策し
た。ジャカルタ中央部に位置しながら、この地
域は開発の余地ある土地がまだまだあり、パダ
ン料理屋があったり、お米をバナナの葉でくる
んで蒸した「チマキ」のようなロントンを作る
おばちゃんと話したり、庶民の生活を垣間見る
ことが出来た。
　午後、タクシーで空港に行く。空港では、丸
亀うどんの大きな店舗に驚いた。入国審査前に
制服を着た200名以上の若い男女の団体と出会
う。わかる人にはわかる。彼らは、技能実習生
として日本で働く若者である。当該機関のジャ
カルタ事務所長の初代、二代は知っていること
もあり、指導者である日本人の男性と電話で話
をしてみた。彼らは、東京まで同じフライトで
行き、その後、各地に散らばるそうだ。九州に
来る若者とも話をしてみた。皆、礼儀正しく挨
拶ができ、はつらつとしていた。彼らが、日本
で希望に満ちた日々を送れることを祈って彼ら
と別れた。私はシンガポール航空なので、シン
ガポールで乗り換えて、31日８時過ぎに福岡空
港に降り立った。
　今回の出張調査では、マレーシア、インドネ
シアともに、日本国内で取得したハラール認証
のマークの添付された商品は、ほとんど見かけ
ることが出来なかった。一時ブームとなったハ
ラール認証を取得してマレーシア、インドネシ
アに輸出するという試みで成功している事例
は、最終消費財としてはほとんど無いことが確
認できた。ナショナルブランドの多くは、イン
ドネシア、マレーシア、タイなどで現地生産さ
れたものであった。ハラール制度について、マ
レーシアはすでに制度的に確立されており、あ
まり変化はない。インドネシアは、徐々に全貌
は明らかになってきているが、重要な部分は宗
教大臣令を待つしかない21。
写真12写真11
21　ジェトロ・ジャカルタによると、2019年10月17日にハラール製品保証法が施行されたことに伴い、ハラール製品保証
実施機関（BPJPH）は新制度に基づくハラール認証の受付を開始しているが、手続き規定の遅れからハラール認証の
発行手続きは進んでいないことが判明している。既に国内大手企業を含む約500社がハラール認証の申請をしているが、
手続き規定の未整備等により認証の発行実績はないとのことである。（2019年12月25日付けジェトロビジネス短信）
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マレーシア・インドネシア再訪
　初めて、マレー社会に足を踏み入れてから約
30年が経つ。この間のこの地域の発展には目覚
ましいものがある。しかし、如何に経済発展し
てもマレー社会であることに変わりはなく、イ
スラムの影響が大きいことに変わりはない。世
界的にイスラム復興の動きがあり、ハラール認
証もその一環と見る見方もできる。インドネシ
アのハラール認証は、従来のイスラム団体の認
証からマレーシアのように国家の認証に変わろ
うとしている。ハラールのみならず、社会の各
方面で徐々にイスラムの影響が強まっていると
感じられる。インドネシアにもマレーシアにも
各々の事情がある。両国が今後、どういう道を
歩んでいくのか、これからも注視していきたい。
マレーシアキューピー社のハラールドレッシング
韓国産のハラールうどん
インドネシア大塚製薬のオロナミン C
（ムスリムが好むと言われるハチミツ入り）
ハウスのレトルトカレー
